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Fig. 1 後方散乱電子回折解析により得られた最終セクション

の(a)結晶方位図と(b)そのバリアントマップ．結晶方位図で

は紙面法線方向の結晶方向を標準三角形に示す色調で示して

いる．バリアントマップでは色調で各バリアントを示してい

る．

Fig. 2 連続切削バリアントマップから構築した三次元像

(a)全体像，(b)単一パケット領域，(c)(b)に含まれる単一ブ

ロック領域，(d)(c)に含まれる単一バリアント領域および

(e)(c)に含まれる微細パケット．(a)の色は同じ共通最密面

を持つラスのグループ(CP グループ)を示し，独立した領域

がパケットに対応する．また半透明の領域は異なる旧オース

テナイト粒に属すことを示す．(b)の色はほぼ同一結晶方位

を持つブロックを示す．(c)と(d)は同一バリアントを同一色

で示している．
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ラスマルテンサイトは様々な階層組織を有してい

る．この階層組織に含まれる小角粒界で構成されるサ

ブブロックは複雑な形態を持ち全体像が理解されてい

ない．また，単一パケット内に周囲と小角の方位差を

持つ微細なパケットが含まれていると言う報告もある

が，それらの形態に関する情報はない．本稿ではラス

マルテンサイトに含まれるサブブロックおよび微細パ

ケットの三次元観察結果について示す．

三次元観察は集束イオンビーム加工によるシリアル

セクション法と後方散乱電子回折による局所結晶方位

解析で構築した結晶方位図を併用した手法を用いた．

Fig. 1(a)は最終セクションの結晶方位データを色で

示した図である．この図を見ると，右上部の領域はほ

ぼ青緑で示されており，この領域がほぼ同じ結晶方位

を持つラスの集団であるブロックと判断できる．Fig.
1(b)は Fig. 1(a)を KurdjumovSachs 結晶方位関係

を持つ24通りのバリアント別に表記した図である．

この番号の V1 と V4 もしくは V2 と V5 の組み合わ

せでブロックが構成され，これらが集まって一つのパ

ケットとなる．その他のバリアントは微細パケットに

対応するが，立体的に見ないと形態が分からない．

Fig. 2 は切削後に得られた各バリアントマップか

ら再構築した三次元像を示す．(a)から(c)まではそれ

ぞれ全体像，単一パケットおよび単一ブロック領域を

示している．(d)は(c)に含まれる一種類のサブブロ

ックを抜き出した像で，サブブロックがもう一つのサ

ブブロックと絡まるように存在していることが分か

る．(e)は(c)に含まれる微細パケットを示す．微細パ

ケットは球形に近いものが多く，その界面には曲率 1
mm－1 程度の球面が多く含まれていた．
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